
効
率
の
よ
い
ま
ち
づ
く
り

　

今
後
予
想
さ
れ
る
厳
し
い
財
政
状
況
か

ら
、
新
た
な
場
所
に
投
資
す
る
こ
と
は
難

し
い
た
め
、
過
去
に
一
番
基
盤
整
備
を
し

て
様
々
な
機
能
が
揃
っ
て
い
る
、
利
便
性

の
高
い
場
所
を
核
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
効
率
的
な
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
言
え
ま
す
。
つ
ま

り
「
ま
ち
な
か
」
が
そ
の
最
適
地
で
あ
る

と
い
え
る
の
で
す
。

特集　ＣＡＰ（まちなか再生総合プロジェクト）～人口減少・超高齢社会に対応したまちづくり～

Ｃ
Ａ
Ｐ
の
目
標
と
基
本
方
針

Ｃ
Ａ
Ｐ
の
目
標

『
暮
ら
し
て
み
た
い
ま
ち　

出
か
け
て
み

た
い
ま
ち　

苫
小
牧
！
』

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
ひ
と
に

や
さ
し
い
ま
ち
」
、
地
域
の
特
徴
を
活
か

し
た
「
誇
り
と
愛
着
が
持
て
る
ま
ち
」
を

目
指
し
ま
す
。

基
本
方
針

　

ま
ち
な
か
居
住
の
推
進

　

様
々
な
都
市
機
能
が
集
積
し
、
暮
ら
し

や
す
い
生
活
空
間
で
あ
る
ま
ち
な
か
へ
の

居
住
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
超
高
齢
社

会
を
踏
ま
え
、
車
に
頼
ら
ず
に
暮
ら
せ
る

生
活
空
間
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

商
業
の
活
性
化

　

郊
外
型
大
型
店
の
よ
う
な
商
品
構
成
や

店
舗
展
開
で
は
な
く
、
ま
ち
な
か
に
し
か

な
い
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
作
り
出
し
、
郊

外
大
型
店
と
の
差
別
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
よ
る
地
域
活
性
化

　

人
口
減
少
・
高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
地

域
経
済
の
弱
体
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
、
東
胆
振
地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
事
業
を

展
開
し
、
観
光
客
な
ど
の
交
流
人
口
を
増

加
さ
せ
、
地
域
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上

　

将
来
の
人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
に
対

応
し
た
公
共
交
通
体
系
を
構
築
し
ま
す
。

公
共
交
通
機
関
に
よ
る
ま
ち
な
か
へ
の
ア

ク
セ
ス
や
、
ま
ち
な
か
で
の
移
動
利
便
性

の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

  �商業（大型店、商店街など）�金融機関（銀行、郵便局など）
  �医療機関（総合病院など）�公共機関（市役所、図書館など） 
  �住居（賃貸住宅など）�公共交通の結節点（ＪＲ、バス）

「まちなか」の様々な機能

ＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰののののののののののポポポポポポポポポポイイイイイイイイイインンンンンンンンンントトトトトトトトトトをををををををををを詳詳詳詳詳詳詳詳詳詳ししししししししししくくくくくくくくくく説説説説説説説説説説明明明明明明明明明明ししししししししししよよよよよよよよよようううううううううう！！！！！！！！！！ＣＡＰのポイントを詳しく説明しよう！

▲商業施設（大型店） ▲郵便局 ▲総合病院

　まちなかが衰退しても自分には全く関係
ないよ！と思うかもしれないけれど、実は
将来的に困ってくることがいっぱいあるん
だよ。例えば、人口減少や高齢化の影響で
様々な需要が減って、将来的には商業施設
の閉鎖や公共施設の統廃合などが予想され
るんだ。そうなると、まちのあちこちで大
切な都市機能が歯抜けになってしまうんだ。
　そうしたとき、どこかにまとまった機能
が集積した「便利な場所」が必要になって
くるであろう。しかも超高齢社会であるこ
とを考えるとそこは車を運転できない高齢
者でもアクセスしやすい場所である必要が
ある。それが「まちなか」というわけなの
だよ。過去にも様々な基盤整備を行なって
きた、まちなかには暮らしに便利な機能が
集積しているだけではなく、なんといって
も公共交通の結節点であるのだからね。

Poin
t1

　人口が減り、高齢者が増えるということ
は、経済を支える若年層が減ることになる
ので、当然消費は低迷してしまうんだ。ま
た、一生懸命働いて税金を納める若い世代
が減ることになるので、市の税収は落ち込
むことが予想されるのだよ。
　一方で人口増を予測してつくったまちの
維持管理コスト（道路、公園、上下水道、
公共施設など）は高止まりし、さらに高齢
者は今後も増加が予想され社会保障に要す
る費用は増大してしまうことになるんだ。
　つまり今後は、限られた予算で、しかも
徐々に収入が減って
いく中で、いかに投
資の効率性を考えた
まちづくりができる
かが大きなポイント
になってくるのだよ。

Poin
t2

人口減少・超高齢社会の
　　影響と今後の対策についてなぜ「まちなか」が最適地？
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時
代
背
景
と　
　
　
　
　
　

　

ま
ち
な
か
再
生
の
意
義

今
ま
で
の
苫
小
牧

人
口
増
加
・
車
社
会
の
進
展
を
背
景
に
、

宅
地
造
成
や
商
業
施
設
の
進
出
な
ど
で
ま

ち
が
郊
外
へ
拡
大
し
た
。

居
住
・
商
業
・
公
共
な
ど
の
様
々
な
都
市

機
能
が
郊
外
へ
と
分
散
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
結
果
、
多
く
の
市
民
の
主
な
生
活
圏

が
郊
外
に
移
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
か
ら
の
苫
小
牧

下
記
の
グ
ラ
フ
で
示
す
と
お
り
、
人
口
減

少
・
超
高
齢
社
会
と
い
う
時
代
の
大
転
換

期
を
迎
え
、
従
来
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
通

用
し
な
く
な
る
。

こ
の
ま
ま
都
市
機
能
が
分
散
す
る
と
、
ま

ち
な
か
が
衰
退
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
ま

ち
の
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な

る
恐
れ
が
あ
る
。

ま
ち
を
維
持
し
続
け
る
た
め
に
は
・
・
・

都
市
機
能
の
拡
散
傾
向
に
歯
止
め

を
か
け
、
多
様
な
都
市
機
能
が
コ

ン
パ
ク
ト
に
集
積
し
た
効
率
性
の

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※２０１０年までは実数（各年１２月末）、２０１５年からは推計値（資料：国立社会保障人口問題研究所）。高齢化率２１％以上になると
「超高齢社会」といわれ、苫小牧市は平成２３年３月末現在（住民基本台帳）で２１．０２％となり「超高齢社会」に入っています。
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特集

詳細　まちなか再生主幹　�３２�６０６２

～～～～～～～～～～人人人人人人人人人人口口口口口口口口口口減減減減減減減減減減少少少少少少少少少少・・・・・・・・・・超超超超超超超超超超高高高高高高高高高高齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢社社社社社社社社社社会会会会会会会会会会にににににににににに対対対対対対対対対対応応応応応応応応応応ししししししししししたたたたたたたたたたままままままままままちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくりりりりりりりりりり～～～～～～～～～～～人口減少・超高齢社会に対応したまちづくり～

Centr al  T omakomai  Act ive  Pr oject

（年）

単位：％

推計値

苫小牧市の人口推移（推計値を含む）

１７３，１６７

� � �
�

�
�

�

�

１７３，４９５

１７４，１３８

１６８，１４９

１６３，５８７

１５７，５４７

１５０，３２５

１４２，１２０

単位：人

推計値

実数値

２０００２００５２０１０２０１５２０２０２０２５２０３０２０３５

苫小牧市公式キャラクター
「とまチョップ」

１４．６
�

� �
�

� � � �

１７．８
２０．８

２６．５
３０．７

３２．８３４．５
３６．０

平成２３年３月末　２１．０２％

実数値

（年）２０００２００５２０１０２０１５２０２０２０２５２０３０２０３５

苫小牧市の高齢化率の推移（推計値を含む）

人口減少・超高齢化、それらに伴う経済活力の低下に対応するため、かつての右肩上がり前提
のまちづくりを見直し、既存の都市機能を活かしたコンパクトなまちづくりを目指します！

過去に一番基盤整備し、暮らしに役立つ様々な機能が集積するまちなかの利点を活かし、まち
づくり全体の観点から持続可能な効率性の高いまちづくりを目指します！

まちづくりに対して高い意識を持つ民間組織と連携し、民間のノウハウを活かした事業展開を
図ります！

ＣＡＰが目指す「まちの将来像」

「人口減少」・「高齢化」・「経済活力の低下」に対応したまちづくりを進めます

まちなかの活性化を通して２０年、３０年先も持続可能なまちづくりを目指します2

民間組織と連携した官民協働のまちづくりを目指します3

ＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＣＡＰ（（（（（（（（（（ままままままままままちちちちちちちちちちななななななななななかかかかかかかかかか再再再再再再再再再再生生生生生生生生生生総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合ププププププププププロロロロロロロロロロジジジジジジジジジジェェェェェェェェェェクククククククククク（まちなか再生総合プロジェクトトトトトトトトトト ))))))))))ト )

1

市では、将来の人口減少・超高齢社会に向けた持続可能なまちづくりの実現に向
けて、今年６月にＣＡＰ（まちなか再生総合プロジェクト）プログラムパート�を
策定しました。今回の特集ではＣＡＰの考え方と主な事業について紹介します。


